
一線を超えた生命操作 
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 新型コロナワクチンが生命操作をけん引 

新型コロナウイルスの感染拡大が収まらず、ワクチン待望論が地球規模で広がっていま

す。各国政府がワクチン確保に奔走する中、日本政府もその開発で、基礎実験と動物実験、

臨床実験を同時並行で行うことを容認するなど、安全性よりも実用化を優先してきており、

極めて危険な状況にあるといえます。 

しかも今回実用化されている新型コロナワクチンは、従来のワクチンとはまったく異な

り、これまで人々が接種した経験がないものです。旧来のワクチンは、いずれもワクチンそ

のものを作り、接種してきました。今回のワクチンは、遺伝子を筋肉注射で体内に入れ、人

間の細胞の中でワクチンの基本である抗原を作らせます。これは人間の細胞で行う遺伝子

操作です。日本政府が購入を契約した 3 社のうち、米国ファイザー社、モデルナ社のワクチ

ンは mRNA(メッセンジャーRNA)ワクチンで、これは mRNA を脂質に包んだものを注入し

ます。英国アストラゼネカ社のそれはウイルスベクター・ワクチンで、遺伝子をウイルスに

乗せて感染させます。そのウイルスには、サル・アデノウイルスが用いられています。 

そのためこれらのワクチンには効果があるのか、効果が長続きするのか、深刻な副反応が

起きないか、基本的に接種後、何年かたってから結論が出ることになります。従来ワクチン

は開発に通常は 10 年近く、最低４~５年を必要としたことから、時間を短縮できる新型コ

ロナワクチンへと、開発の方法が大きく変化したといえます。このワクチンの特徴は加えて、

量産しやすいことです。しかも取り組んでいる企業が、従来のワクチンメーカーではなく多

国籍製薬企業で、バイテクベンチャーと組んで開発しました。今回のケースをきっかけに、

インフルエンザなど他のワクチンの開発や製造の方法、かかわる企業も大きく変化するこ

とになりそうです。そして、この新型コロナワクチンが、生命操作の時代を大きく変えつつ

あります。 

 

 越えてはいけない領域に 

いまは世界的に、生命操作の分野で、越えてはいけないと思われていた一線を越え始めて

います。コントロール不能な領域に踏み込み、巨大事故に匹敵する惨事をもたらしかねない

状況にあります。生命を操作する技術には、さらに生命倫理という踏み込んではいけない領

域があります。かつては「神の領域」とされ禁忌とされてきた領域です。いま、その領域が

冒されています。それをもたらしたのが、ゲノム編集技術と iPS 細胞、ES 細胞であり、こ

れらの生命操作技術に、ビッグデータや AI が加わり威力を発揮して、生命操作の分野を大

きく変えつつあるのです。 

一線を超えた領域は、遺伝子の扱い、胚の扱い、生殖や出生に係る扱いから、産業・農業



に至るまで多岐にわたります。iPS 細胞では、これまで越えてはいけないとされてきた生殖

細胞や妊娠や出産に係る細胞の作製が進んでいます。京都大学大学院医学研究科の斎藤通

紀研究チームが、ヒトの iPS 細胞から卵子の基となる卵原細胞を作成しました。これまで

「神の領域」とされていて所に、踏み込んだのです。また同じ京都大学の iPS 細胞研究所の

高島康弘研究チームは、iPS 細胞から胎盤の細胞を作成しています。さらには米国とオース

トラリアの研究チームが、iPS 細胞や ES 細胞から、受精卵の初期段階に当たる初期胚盤胞

を作ったことが『ネイチャー(2021 年 3 月 18 日号)』に掲載されました。生命そのものを作

るところまで来たのです。このように、「神」に代わり人間が生命自体を誕生させる行為が

広がっているのです。 

合成生物学のように、生命体を人工的に作り出す動きも活発になっています。DNA や

RNA の人工合成は当たり前に行われるようになっています。今回の新型コロナワクチンで

も、DNA ワクチンやウイルスベクター・ワクチンでは人工合成した DNA を用いており、

mRNA ワクチンでは人工合成した RNA を用いています。その合成した遺伝物質が、人間の

体内で蛋白質を作り出し、ワクチンとしての効果を発揮する仕組みをもたらしたのです。 

生命の人工合成の領域は、さらに生命体そのものへと進んできています。すでに微生物の

レベルで、その端緒は切り開かれました。米国の J.クレイグ・ベンター研究所が作成した合

成生物です。これまで生命体は、自然に存在するものであり、人間が作り出せるものではな

かったのです。人工合成した生命体は細菌という小さな生命体ではあり、まだ端緒に過ぎな

いとはいえ、「神ではなく、人間が初めて誕生させた生命体」でした。 

今回の新型コロナワクチンは、遺伝子治療の方法そのままを応用したものです。人工合成

した遺伝物質を人間の細胞に入れ、そこでウイルスのたんぱく質の一部を作らせます。その

たんぱく質がワクチンとしての働きをもたらす仕組みです。遺伝子治療薬の研究・開発を得

意としてきた大学の研究者やバイオベンチャー企業が、この分野で活躍をしています。 

その遺伝子治療が一線をさせたのは、ゲノム編集技術の登場によってです。2019 年 2 月

28 日に、ゲノム編集技術の登場に合わせ、遺伝子治療の指針は「全部が改正」されました。

それにより規制はかなり大幅に緩和されました。とくに、それまで治療の対象だったのは重

篤の病気に限定されていたのが、一般の病気にまで拡大されてしまいました。人間の遺伝子

操作に当たることから、限定されていたのが、一線を越えて一般医病気に拡大され、今回の

ような新型コロナワクチンへの応用まで拡大が可能になったのです。 

 

ゲノム編集と RNA 干渉法 

 ゲノム編集が、なぜ大義名分になったかというと、遺伝子を挿入するのではなく、切断す

るだけだからだという、実に不可思議な論理です。遺伝子組み換えは、生命体を改造するた

めに他の生物の遺伝子を挿入するのですが、そのためにさまざまな遺伝子群を用いていま

す。ベクター（遺伝子の運び屋）にアグロバクテリウムのプラスミド(核外遺伝子)を用い、

他の生物の遺伝子を挿入します。さらに遺伝子がうまくいったかどうかを見分けるマーカ



ー遺伝子として抗生物質耐性遺伝子を挿入、さらに遺伝子を起動させるカリフラワーモザ

イクウイルス遺伝子を加えて、それをカセットにして挿入します。 

ゲノム編集技術は、目的とする遺伝子を壊すために DNA を切断する技術です。アグロバ

クテリウムをベクターとするところは共通である。そのアグロバクテリウムのプラスミド

に DNA を切断する遺伝子を挿入。さらに目的とする遺伝子に案内するガイド RNA 遺伝子

を挿入。さらにマーカー遺伝子として抗生物質耐性遺伝子を挿入。さらに遺伝子を起動させ

るカリフラワーモザイクウイルス遺伝子を加えて、それをカセットにして用いています。こ

れを見てもお分かりのように、その内実は遺伝子組み換え技術そのものです。にもかかわら

ず、異なるからといって、規制の対象外にしてしまったのです。それが生命操作全体に影響

し、一線を越えることを可能にしたのです。 

 生命の改造は、市場経済の論理とともに拡大してきました。その主役が、最初は遺伝子組

み換え作物という形で農業において拡大しました。いまや生命を改造した作物が世界の農

地の 10 分の 1 強という広大な面積に作付けされています。 

 いまこの遺伝子組み換え技術に取って代わる勢いで、作物だけでなく、家畜・魚の領域で

もゲノム編集技術の応用が広がっています。企業や国家の戦略が、生命を思いのままに改造

する手段をもってしまったといえます。経済や政治の都合に併せて、植物、昆虫、魚、動物

までも、意図的に改造し始めたのです。 

農業の分野で、ゲノム編集技術とともに、一線を越えた動きとして登場したのが、

RNAi(RNA 干渉法)を応用した、「RNA 農薬」です。RNA 干渉法は、特定の遺伝子を壊す

技術で、この方法で開発されたジャガイモが承認され、米国では栽培が行われていますが、

この農薬のように環境中に遺伝物質を直接散布することは、これまで行われてきませんで

した。 

この RNA 農薬は、殺虫剤として使用される際にどのような遺伝子を標的にしているかと

いうと、アポトーシス（突然死）遺伝子の働きを阻害している遺伝子で、この遺伝子を壊す

と、昆虫は突然死を起こします。アポトーシス遺伝子は、人間も含めて多くの生命体が持っ

ており、この遺伝子が働かないように厳重に守られており、その守る仕組みを壊すというも

のですから、影響の大きさは計り知れません。一線を超えて進む生命操作は、大変危険な領

域へと突き進みつつあるといえます。(天笠啓祐) 


